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第３章　ポストモダニズム

　　

要約

第三章は「先進資本主義の社交界の人々の文化は感情の構造における深遠な変化を経験した」という一文を軸にして話が進行していく。まず「先進資本主義の社交界の人々の文化」の変化についての記述があり、続いて、「感情の構造」の変化について述べられている。勿論ここで重点が置かれているのは後者である「感情の構造」の変化についてである。その後で、その変化の波及について話は展開される。

先進資本主義の社交界の人々の文化の変化（ハッサンの図式）
　・建築　・小説　・哲学　　
感情の構造の変化
◎「ローカルな決定論」　
　　「他者性」の理解　多元主義

◎コード化
シニフィアン　ハプニング　表層

◎分裂症　

「疎外」から「断片化」　時間的秩序の崩壊

変化のあらゆる領域への波及
· 知識人/非知識人という区分の再導入の否定

· 深層の喪失

· 反アウラ的　反アヴァンギャルド的

· ポストモダン運動の日常生活への統合
· 快楽主義の証（社会的）
· 都市を基盤とする文化的高揚（政治的）
· 消費者運動の文化の促進（経済的）
第４章　都市のポストモダニズム：建築とアーバンデザイン
４章の目的
モダニストの空間のとらえ方とポストモダニストのそれは根本的に異なっている。モダニストにとっては、空間は社会的な目的のためにつくられたもので、社会的なプロジェクトの構築に役立つものである。ポストモダニストにとっては、美学的な意図や原理にしたがって形成される独立的で自立的なものである。

筆者はこのような歴史的変化の意味を検討し、われわれが言説的な都市からどのようなメッセージを受容するかに注意を払わなければならないと指摘している。

そのような観点に基づいて４章の最終的な目的は建築と都市デザインの領域におけるモダニズムとポストモダニズムの断絶を明らかにすることである。

モダニズムについて
≪レオン・クライアーのモダニズム批判≫

モダニズム的な都市計画＝「反エコロジカル」

≪J・ジェイコブスのモダニズム批判≫

モダニズム的な都市計画＝多様性や複雑性の拒否

→マイノリティや貧しい人々の問題の発生

ポストモダニズムについて　

≪多様性の美学はどのように表現されたか≫

ジェンクスの指摘→差異化、柔軟な大量生産(ポピュリズム、市場志向的、折衷主義的な性質を有する)

≪ポストモダンの傾向における原理≫

都市間競争や都市企業家主義の時代における嗜好の文化

ポストモダニズム的な都市が発するメッセージ
ポストモダニスト自身による解釈

→そのような都市の構造は見物者の観点によって決まる

著者の解釈

→「恍惚状態」、すなわち空想的世界の探求というような感覚

議論点

・P６６の１８行目からの二つの（ポストモダニズムは～、またレッセフェール～）問題点
・著者のいう「恍惚状態」、空想的世界の探求というのはどういうことか。第３章ポストモダニズムをふまえた各班の見解をもって、議論としたい。
